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株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。

ここに中村屋グループ第85期（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで）における事業の概況をご報告申しあげます。

株主の皆様へ

当期におけるわが国経済は、好調な企業業績を背景とした

設備投資の拡大や輸出の増加が寄与し、堅調な景気回復の動

きがありましたが、個人消費は緩やかな回復にとどまりまし

た。

菓子食品業界におきましては、お客様の｢食の安全・安心」

に対する関心が高まっており、食の安全や健康を重視し、品

質を厳しく見極め価値ある商品を選択する購買行動が定着し

ております。また、各企業は食の供給者としての社会的な責

任を強く求められるとともに、お客様ニーズに適合した商品

開発などにおける企業間競争は更に厳しさを増しております。

このような状況のもと、当中村屋グループは平成17年4月

に中期経営計画「ステップ アップ プラン21｣をスタートさせ

ました。取り組みの柱を「事業の自立｣「グループ経営の強

化」におき、｢コンプライアンスの重視｣「品質保証の徹底と

実行」を経営の基本として企業の社会的な責任を重視する経

営を進めました。各事業分野において選択・集中・創造を基

本とした事業構造の改革を進め、また、全社的なローコスト

構造改革を推進し、経営資源を重点投下することでマーケテ

ィング競争力の強化を図り、収益力の向上に取り組みました。

また、中村屋グループとして子会社の再編を実施し資産の

有効活用を図ってまいりました。さらに、環境保全活動（食

品廃棄物の削減など）に対してもお客様第一の基本に立った

諸施策を実行するなど、変化や競争に強い企業グループの実

現を目指してまいりました。

以上のような経過の中で、当連結会計年度の連結売上高は、

飲食事業が好調に推移し、全体としては、43,325百万円、

前期比209百万円、0.5％の増収となりました。

利益面におきましては、売上高の増収に伴う粗利益の増加

に加え、人件費の削減、諸経費の節減などによるローコスト

構造改革の推進や、積極的な有利子負債の削減に努めるなど、

経営方針に沿った諸施策を着実に実施したことにより、連結

経常利益は2,150百万円、前期比48百万円、2.3％の増益

となりました。また、特別利益として、一部投資有価証券の

売却益のほか貸倒引当金の戻りがあり49百万円となりまし

た。特別損失としては、固定資産の除売却損のほかレストラ

ン店舗の減損を実施したことにより153百万円となりその結

果、連結当期純利益は1,213百万円、前期比27百万円、

2.2％の増益となりました。

営業の経過および成果
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中村屋グループでは、｢新たな価値を創造し、健康で豊かな

生活の実現に貢献する｣ という経営理念のもと、企業の姿と

してお客様から親しみと信頼を寄せられる会社、従業員一人

ひとりが仕事に生きがいを感じ活力のある会社、株主様を重

視した透明性の高い会社、地域社会の構成員として社会的貢

献を果たす会社をめざし、更に事業の姿として菓子・食品の

得意分野でナンバーワンとなることを目標に、広くお客様の

信頼と満足を得られる企業に成長していくことを中期ビジョ

ンに定めています。

平成18年度は、中期経営計画「ステップ アップ プラン

21」の2年目にあたりますが、｢コンプライアンスの重視」

｢品質保証の徹底と実行」を経営の基本として、事業の自立と

グループ経営の強化を図り、環境の変化や競争に強い会社を

めざしてまいります。経営方針としては、｢選択・集中・創造

による事業の自立｣「品質保証（おいしさと安心、安全）の徹

底｣「ヒット商品の開発の強化｣「ローコスト構造改革の徹底｣

｢リーダー人材の育成と活用」の諸施策を掲げ、これらを遂行

するにあたり、昨年に定めた「スピード｣「チャレンジ｣「コ

ミットメント｣「コミュニケーション」に、企業価値向上につ

ながる行動として新たに「バリュー」を加えて行動指針とい

たします。

そして、従業員一人ひとりが

常にお客様第一を基本に自立と

革新を図り、グループとしての

相乗効果を発揮して変化や競争

に強い企業風土を築き上げる取

り組みを行ってまいります。以

上のとおり定めた諸施策を具現

化し業績の向上に努めていく所

存であります。

株主の皆様におかれまして

も、引き続き一層のご理解とご

支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

会社が対処すべき課題

代表取締役社長
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菓子事業につきましては、主力商品群の品質およびパッケ
ージの更なる改良を実施するとともに、独創性豊かな魅力あ
る新商品の開発を積極的に実施し商品力の強化を図りました。
和菓子贈答類では、大粒の一粒栗をあんで包み更に香ばし
い皮で包み焼き上げた「大栗まん」を中村屋らしい独創性の
ある商品として新発売しました。また、昭和2年に発売した
「月餅」や伝統的な和菓子「桃山」｢碌山」については、食感
やパッケージを全面的に改良し好評をいただきました。
洋菓子類では、主力商品「アイリッシュケーキ」は、風味
の向上を図るとともに洋菓子の素材として注目されている「抹
茶」を加え、商品の魅力度を高め、売上を拡大することがで

きました。
パックデザート類では、
流行の「マンゴー」｢杏仁」
｢黒胡麻」を詰め合わせた
「一涼菓」に新商品「抹茶プ
リン」を、和風デザートの
「和水菓」には新商品「抹茶
ぜんざい」を加えるなど詰
め合わせ内容を見直し、

夏場の売上確保に努めました。
中華まんじゅう類につきましては、本年も主力商品「肉ま
ん｣「あんまん｣「天成まん｣ ｢特撰まん」など5品目で具と
皮の改良を実施し、更なる品質向上を図りました。直売店販
路向けに「ほたて貝柱肉まん」などを期間限定の月替わり商
品として企画し、独創的な中村屋の味としてお客様に提案す
ることにより売り場の活性化を図りました。また、量販店販
路には、｢レンジdeロール」2品目を新発売しました。コン
ビニエンス販路向け商品として展開している揚げ物商品「か
りかりまん｣、焼き物商品「アチアチバンズ」については、新
商品、改良商品を発売し商品力の強化を図りました。
店舗展開につきまして
は、新規販路として流行
性、集客性の高い駅構内
や空港向けに ｢東京月
餅｣、洋菓子の「アジアン
スイーツ類」等の発売を
試み、ご好評をいただい
ております。また、直売
店の積極的な改装と不採

事業別状況
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菓　子　事　業  64.0％�
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不動産賃貸事業    1.4％�オフィスビル賃貸�

そ の 他 事 業    1.5％�スポーツクラブの営業、保険代理業�
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不動産賃貸事業は、不動産を取り巻く
厳しい環境のなかで、笹塚NAビルが賃料
の引き下げや一部フロアーの空室が発生
し、減収となりました。空室フロアーに
ついては、積極的なテナント募集を行い、
平成17年10月までに入室率100％とな
っております。

飲食事業は、各業態において季節感があり魅力あるメニュ
ーの導入と接客サービスの向上を図るとともに、新規出店お
よび改装を積極的に実施し売上高確保に努めました。
｢本店」では、7月から10月にかけて東館レストラン、地
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階メトロ通路との導入口、地
階軽食・喫茶等各フロアーの
改装を連続して実施しました。
また、2階レストランのスープ
カリーや3階レストランのスペ
シャルカリーがテレビ放映さ
れ、更に昨年刊行され文
芸各賞を受賞した 『中
村屋のボース』が、マス
コミに多数取り上げられ
たこと等による集客効果
もありました。
直営レストラン部門で
は、｢インドカリーの店」
を3月に恵比寿駅ビルに、
6月にそごう横浜に、｢オ
リーブハウス」を本年3
月に伊勢丹相模原にそれぞれ新規出店いたしました。また、
｢オリーブハウス平塚店」を11月に全面改装を行ったことに
より全体の売上高は増収となりました。

不動産賃貸事業

飲食事業
スポーツ事業におきましては、笹塚NAビル内で展開して
おります会員制スポーツクラブは、引き続き、お客様ニーズ
にあわせた新規プログラムの開発を進め、より一層のサービ
スの向上に努めた結果、順調に業績を拡大しております。

その他の事業

算店の閉鎖を実施し、収益改善に取り組みました。また、新
規出店や既存店舗の改装にあたり、デイリー商品を強化し、
四季を切り口として季節感や鮮度感のある店作りを目指し、
売上高の拡大を図りました。
以上のような取り組みを行い売上高確保に努めた結果、全
体の売上高は増収となりました。

笹塚NAビル

冷製スパゲティ（オリーブハウスで提供）

食品事業

業務用食品事業においては、外食市場が依然として厳しい
状況にある中で、成長が見込まれるファーストフード、喫茶
業態向けに洋風、中華料理用のソース類を開発し多数の提案
を行い、売上高確保に努めましたが、主力取引先であるファ
ミリーレストラン業態への納品が計画を下まわり減収となり
ました。一方、市販食品事業は、市販レトルト商品で春・夏
向け商品としてインドカリー類「ホットスパイシー｣、パスタ
ソース類「カルボナーラ」を発売し、秋・冬向け商品として
は、インドカリー類、シチュー類3品目をコンビニエンス業
態向けに大袋タイプを企画し発売するなど季節ごとにきめ細
かく対応しました。さらに主力商品「インドカリーシリーズ」
など既存商品の拡販に努め、積極的な営業活動を行い取扱い
店舗数の拡大に注力しましたが、全体の売上高は微減収とな
りました。

オリーブハウス 平塚店

盛付けられた
「カルボナーラ」 ホットスパイシー
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連結財務諸表

科目 前期
（平成17年3月31日現在）

当期
（平成18年3月31日現在）

資産の部
流動資産

現金及び預金

受取手形・売掛金

有価証券

たな卸資産

繰延税金資産

その他流動資産

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土地

その他の有形固定資産

建設仮勘定

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

繰延税金資産

その他の資産

貸倒引当金

資産合計

13,001

1,399

4,219

2,198

1,552

750

2,938

△ 55

27,585

20,003

15,322

1,730

2,541

325

85

55

7,527

5,135

1,202

1,514

△ 324

40,585

連結貸借対照表 （単位：百万円）（単位：百万円）

12,473

2,532

4,144

1,200

2,034

477

2,153

△ 66

31,781

23,383

7,528

1,798

13,748

308

0

524

7,873

6,698

―
1,478

△ 302

44,254

科目 前期
（平成17年3月31日現在）

当期
（平成18年3月31日現在）

負債の部

流動負債

買掛金

短期借入金

未払法人税等

賞与引当金

その他の流動負債

固定負債

社債

長期借入金

繰延税金負債

退職給付引当金

その他の固定負債

負債合計

9,663

1,525

5,600

78

934

1,526

12,525

2,000

2,678

―

6,556

1,291

22,188

8,164

1,560

3,328

792

802

1,682

13,492

2,000

2,550

580

7,044

1,318

21,656

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

自己株式

資本合計

負債及び資本合計

7,469

7,348

2,875

764

△ 60

18,397

40,585

7,469

7,574

5,789

1,854

△ 88

22,598

44,254

資本の部

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。
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科目 前期
（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）

当期
（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

受取利息及び配当金

雑収入

営業外費用

支払利息及び社債利息

雑損失

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

43,116

24,447

18,669

16,597

2,072

192

88

104

163

115

48

2,102

13

107

2,007

58

764

1,186

連結損益計算書 （単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

43,325

24,794

18,532

16,523

2,009

302

132

170

161

105

56

2,150

49

153

2,046

738

96

1,213

科目 当期
（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで）

資本剰余金の部
資本剰余金期首残高
資本剰余金増加額
連結子会社の合併に伴う
資本剰余金増加額
資本剰余金期末残高

7,348
226

226

7,574

連結剰余金計算書 （単位：百万円）

7,348
―
―

7,348
利益剰余金の部
利益剰余金期首残高
利益剰余金増加高
当期純利益
連結子会社の合併に伴う
利益剰余金増加額
利益剰余金減少高
配当金
取締役賞与金
利益剰余金期末残高

2,195
1,186
1,186

―
507
507
―

2,875

2,875
3,504
1,213

2,291

590
566
24

5,789

前期
（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）

科目 当期
（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

△ 1,171

2,019

△ 1,789

△ 940

2,641

1,701

3,735

275

△ 2,994

1,016

1,701

2,717

前期
（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）

黒光製菓株式会社 26,400 100.00 和菓子類の製造�

株式会社ハピーモア 60,000 100.00 食材類の製造販売�

株式会社エヌエーシーシステム 10,000 100.00 不動産の賃貸（管理運営）・スポーツクラブの運営および保険代理業�

連結子会社�

会社名� 資本金（千円）� 当社の議決権比率（％）� 主な事業内容�

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。
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個別財務諸表

科目 前期
（平成17年3月31日現在）

当期
（平成18年3月31日現在）

資産の部

流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

12,428

21,042

7,954

53

13,035

33,470

貸借対照表（要旨）

11,914

31,668

23,021

523

8,124

43,582

負債の部

3,902

8,742

12,644

7,530

13,381

20,911

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

自己株式

資本合計

負債及び資本合計

7,469

7,574

5,862

1,854

△ 88

22,671

43,582

7,469

7,348

5,305

763

△ 60

20,826

33,470

資本の部

流動負債

固定負債

負債合計

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

科目 当期
（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで）

前期
（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）

科目 当期
（平成17年4月1日から平成18年3月31日まで）

前期
（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

前期繰越利益

当期未処分利益

41,082

22,929

18,152

16,392

1,760

258

64

1,954

13

103

1,863

46

758

1,060

220

1,280

損益計算書（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

41,808

23,486

18,321 

16,518

1,803

311

108

2,006

116

152

1,971

690

134

1,147

250

1,397

利益処分

（注）1．固定資産圧縮積立金取崩額は租税特別措置法の規定に基づくものであります。
（注）2．記載金額は、百万円未満を四捨五入で表示しております。

当期未処分利益

任意積立金取崩額

固定資産圧縮積立金取崩額

合計

これを次のとおり処分いたします。

利益配当金

取締役賞与金

任意積立金

別途積立金

次期繰越利益

1株につき10 円00銭

1,280

7
1,287

566

24

447
250

1,397

7
1,404

595

24

535
250

（普通配当 8円50銭）特別配当 1円50銭 （普通配当 8円50銭）特別配当 1円00銭

1株につき9円50銭
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神奈川工場　中華まんじゅう生産ラインを増強
中村屋の主力商品、中華まんじゅうの生産ラインを更新しました。

神奈川工場にある中華まんじゅうの生産ラインは新旧2系統あり、こ
のうちの旧ラインを更新することで、従来と比して生産能力が2.3倍
になり、機能的な生産活動ができるようになりました。
新ラインには温度、湿度をより正確に管理できる最新鋭の蒸し器
を導入し、中華まんじゅうの皮をよりふっくらと蒸し上げることが
できるようになります。また、旧ラインでは中華まんじゅう10種類
のうち、2種類を製造していましたが、新ラインはほぼ全ての種類に
対応でき、特種な形状の中華まんじゅうも製造できるようになりま
した。
さらに、当社の経営方針でもある『品質保証（おいしさと安心、

安全）の徹底』が図られ、各工程間を壁で区切り、それぞれの工程
に見合った衛生レベルを設定し、異物混入を防ぐ工夫もなされまし
た。
新ラインは秋から冬にかけての繁忙月に対応できる平成17年9月
1日から稼動し、
皆様においしい中
華まんじゅうをお
届けしています。

『中村屋のボース』発刊、2つの賞を受賞
白水社から昨年4月に出版された『中村屋のボース』（著者：中島岳志氏）が、2005年度「アジア太平洋賞」（毎日新聞社主催）と「大

佛次郎論壇賞」（朝日新聞社主催）で大賞を受賞しました。
“ボース”とは、インド独立運動の志士“ラス・ビハリ・ボース”のこと。同書には、イギリスの植民地支配から祖国を独立させるため、
生涯を通じて活発な活動を行った、ボースの思想・信念が描かれており、国際思想史の専門書として高い評価を受けました。また、独立運
動を機に波瀾万丈の人生を送ったボースの、臨場感溢れるドキュメントとしても楽しめる本です。
その生涯の中でも特に大きな転機が日本への亡命でした。ボースはイギリス政府の追及から逃れるため日本に渡りま
す。しかし当時は日英同盟が締結されており、日本政府はボース保護に消極的でした。この時、ボース擁護を申し出た
のが中村屋です。創業者　相馬夫妻はボースを一時中村屋内に匿い、また夫妻の娘　俊子はボースに嫁ぎ、身の回りの
世話をしながら逃亡生活を支えます。ボースが自由の身になった後、残念ながら俊子は若くして亡くなってしまいます
が、相馬家そして中村屋にお礼の気持ちをこめて伝授したのが、まもなく誕生80年を迎える純インド式カリーでした。
ボースは、「単に中村屋にカリーを教えた人」では決して言い尽くすことのできない人生を送っています。しかし著者
の中島氏は「中村屋でのエピソードを除いてはボースを語りきれない」との思いで、「“中村屋”のボース」という題名
で上梓されました。

クールビズ導入
地球に優しい企業を目指すべく環境保全活動の一環と

して、平成17年度からクールビズを導入しました。
クールビズとは温室効果ガス削減のために環境省が提案
した、夏のエアコン設定温度を28度にしようという運動
です。
今まで中村屋の事務所では夏でも長袖・ネクタイ姿が

一般的であり、それに合わせ冷房の設定温度を低めにし
ていました。そのため、事務服姿の女性社員は膝掛けを
使用するなど寒さ対策をし、また光熱費もかさんでいま
した。そこで全社をあげてクールビズの運動に参加し、
夏場の冷房温度設定を28度とし、併せてノーネクタイ、
ノー上着の軽装スタイルを導入しました。ネクタイをは
ずした男性社員からは仕事の効率が上がると、女性社員
からは快適に夏を過ごすことができたとの声も聞かれ、
また、ローコスト化にも大きく寄与しました。
この活動を機に、地球温暖化防止活動「チームマイナ

ス6％」にも加入した中村屋は、これからも身近なところ
から一人ひとりが環境保全に取り組んでいきます。

T O P I C Sトピックス
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創　　業 明治34年12月30日

設　　立 大正12年4月1日

資 本 金 74億6,940万円

発行済株式総数 5,976万株

営業内容 各種和洋菓子・パン・その他
食料品の製造、販売ならびに
飲食店の営業

従 業 員 984名
（上記の他臨時従業員が期中平均1,117名おります。）

代表取締役社長 長　沼　　　誠
取締役兼専務執行役員 神　田　隆　男
取締役兼専務執行役員 小山田　信　義
取締役兼常務執行役員 西　村　政　晃
取締役兼執行役員 高　橋　明　弘
取締役兼執行役員 染　谷　省　三
取締役兼執行役員 飯　山　一　伸
取締役兼執行役員 小　林　　　恒
取締役兼執行役員 小　林　政　志
常 勤 監 査 役 田　嶋　和　彦
常 勤 監 査 役 座光寺　　　威
監　　査　　役 原　　　秋　彦
監　　査　　役 荒　井　英　夫
常 務 執 行 役 員 横　山　　　隆
執　行　役　員 渡　辺　幸　雄
執　行　役　員 三　方　千　博
執　行　役　員 杉　山　敏　行
執　行　役　員 二本松　　　壽
執　行　役　員 小　川　俊　久
（注）1．第85回定時株主総会において、監査役に新たに荒井英夫氏が選任

され就任いたしました。
2．監査役原秋彦・荒井英夫の両氏は「株式会社の監査等に関する商法

の特例に関する法律」第18条第1項に定める社外監査役であります。

名称 所在地・TEL
本社 〒160-0022 東京都新宿区新宿三丁目26番13号

TEL（03）3352-6161（大代表）
東京事業所 〒151-0073 東京都渋谷区笹塚一丁目50番9号

TEL（03）5454-7111（総務・人事部）
TEL（03）3481-1163（菓子事業部）

研究開発室 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷四丁目4番1号
TEL（046）234-3170（代表）

神奈川工場 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷四丁目4番1号
TEL（046）231-4511（代表）

食品工場 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷四丁目4番1号
TEL（046）233-5161（代表）

埼玉工場 〒346-0101 埼玉県南埼玉郡菖蒲町昭和沼17番地
TEL（0480）85-5911（代表）

つくば工場 〒300-1281 茨城県牛久市桂町2200番46号
TEL（0298）75-0911（代表）

中央営業所 〒151-0073 東京都渋谷区笹塚一丁目50番9号
TEL（03）3481-1153（東京営業・NC部）

東営業所 〒278-0022 千葉県野田市山崎1839-1
TEL（04）7126-5101（代表）

南営業所 〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷四丁目4番1号
TEL（046）231-4513（代表）

北営業所 〒360-0161 埼玉県熊谷市万吉
まげち

2550番地
TEL（048）539-4133（代表）

札幌営業所 〒001-0011 北海道札幌市北区北11条西一丁目5番地
TEL（011）747-5561（代表）

名古屋営業所 〒453-0036 愛知県名古屋市中村区森田町一丁目4番26号
TEL（052）482-1564（代表）

大阪営業所 〒664-0845 兵庫県伊丹市東有岡一丁目89番地1
TEL（0727）80-0551（関西営業部）

福岡営業所 〒812-0016 福岡県福岡市博多区博多駅南六丁目9番46号
TEL（092）441-1831（代表）

（注）1.平成13年9月30日付をもって、東京工場の生産機能を他の工場へ移転しました。
2.平成13年12月2日付をもって、笹塚ＮＡビルの事務所機能を事務センターへ統合し、東京事業所としました。

概　要 主な事業所

役　員

会社情報 （平成18年6月29日現在）
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株主名

中 村 屋 取 引 先 持 株 会

株 式 会 社 　 み ず ほ 銀 行

立 花 証 券 　 株 式 会 社

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

中 村 屋 従 業 員 持 株 会

株式会社　三菱東京UFJ銀行

日 本 製 粉 　 株 式 会 社

日本証券金融　株式会社

日 東 製 粉 　 株 式 会 社

株 式 会 社 　 ト ー メ ン

3月31日の最終株主名簿および実質株主名簿に記載また
は記録された1,000株以上ご所有の株主様に対し株主優待
品を、6月上旬にお届けいたしております。
昨年度より「株主優待券」と「弊社商品」のうち、どち

らか一つをご選択いただく方式に優待制度の変更を行って
おります。
「株主優待券」は割引率が15％、発行枚数は20枚でお取
扱い店舗は、45店に限らせていただきます。
「弊社商品」は、2,000円
相当の商品を弊社で決めさせ
ていただきご選択時にご案内
いたします。

株式の状況

株式情報 （平成18年3月31日現在）

①会社が発行する株式の総数 199,044,000株
②発行済株式の総数 59,762,055株
（注）自己株式262,840株が含まれており、そのうち期末現在の実質的な所有株式数は

261,840株であります。

③株主数 8,882名
（注）前期末に比し1,013名減少いたしました。

大株主（上位10名）

株主優待

所有者別株式分布状況

金融機関�
16,873,533株�
（28.23％）�

個人・その他�
26,973,490株�
（45.14％）�

その他国内法人�
13,263,103株�
（22.19％）�

証券会社�
1,848,162株�
（3.09％）�

外国法人等�
803,767株（1.35％）�

金融機関�
46名（0.52％）�

個人・その他�
8,536名�
（96.10％）�

その他国内法人�
238名（2.68％）�

証券会社 29名（0.33％）�

外国法人等 33名（0.37％）�

株式数（59,762,055株）�

株主数（8,882名）�

株価の推移

（千株）�

'06.5'06.4'06.3'06.22006.1'05.12'05.11'05.10'05.9'05.8'05.7'05.62005.5

（円）�
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議決権比率（％）持株数（千株）

4,206

2,924

1,570

1,521

1,385

1,327

1,301

1,117

1,110

1,030

7.19

5.00

2.68

2.60

2.37

2.27

2.22

1.91

1.90

1.76



住 所： 東京都新宿区新宿三丁目26番13号

電 話： 03-3352-6161（大代表）

e-mail： webmaster@nakamuraya.co.jp

U R L： http://www.nakamuraya.co.jp

〈お問合せ先〉総務・人事部

電 話： 03-5454-7111
本冊子は、再生紙を使用しております。

株主メモ

決 算 期

配当金受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

公 告 方 法

株 主 名 簿 管 理 人

同 事 務 取 扱 場 所

同 取 次 所

3月31日

利益配当金　3月31日

6月

1,000株

電子公告により掲載します。ただし、電子公告によることが
できない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に掲載する方法により行います。

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

〒135-8722 東京都江東区佐賀一丁目17番7号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話番号　0120-288-324（フリーダイヤル）

みずほ信託銀行株式会社　全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社　本店および全国各支店

〈右〉涼よせ（新商品）

餡玉を包む葛が涼をさそう小豆と抹茶
の葛まんじゅうに、伝統の水ようかん
とみつまめを詰め合わせた和風のギフ
トセットで、本年新発売されました。
サマーギフトに最適な商品です。

〈左〉インドカリー

昭和2年、喫茶部開設と同時にメニュ
ーを飾った「純印度式カリー」。イン
ド独立運動の志士、ラス・ビハリ・ボ
ースが創業者相馬夫妻にそして日本人
に、本場の味を食べてもらいたいとの
思いから創りあげます。以来今日まで
多くの方に愛されてきた「中村屋のイ
ンドカリー」はまもなく80年を迎え
ます。発売当初から素材にこだわり、
とどまることなく磨き上げてきたイン
ドカリー、ぜひお試し下さい。

〈下〉アイリッシュケーキ

しっとりと口どけのよいパウンドケー
キ。チョコレート風味のマーブル、4
種類の果実が入ったフルーツ、定番の
チーズ、しっとりとした味わいのレー
ズンに洋菓子の素材としても注目され
ている香り高い抹茶が新しく加わり、
五つの味わいが楽しめます。新しいパ
ッケージデザインに衣替えし、品質改
良を行い更においしくなりました。

涼よせ
3,150円（税込み）

郵便物送付先
電話お問合せ先( )

アイリッシュケーキ
16個入れ
2,100円（税込み）

表紙の写真

単元未満株式の買増制度のご案内

当社は、単元未満株式ご所有の皆様のご便宜をはかるために、本年より、単元
未満株式の買増制度を導入いたしました。単元未満株式を所有される株主様は、
当社に対して一単元に不足する数の株式を買増請求することができることとなり
ます。
本件手続きは、株主名簿管理人が行いますので、単元未満株式の買増請求に関
する具体的な手続きやお問合せは、当社の株主名簿管理人（みずほ信託銀行）宛
にお願い申し上げます。
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